


Ⅰ　研究の成果　 (1000字程度)

(図表も含めて分か りやす く記入のこと)

　酸化チタン光触媒 は、

UV照 射下で酸化反応と

還元反応を引き起こし、

抗菌・殺菌、防錆、防汚

な どさまざまな効果が得

られるが、夜間 など光の

当た らない条件下では機

能 しない。本研究の 目的

は、夜間 にも光触媒の効

果を持続 させることにある(Fig．1)。今までに、当研究室では、還元エネル ギー貯蔵型光触媒を

開発 し、これによって、昼間の余剰な励起電子エネルギーを蓄えることができ、夜間も防錆や抗

菌 ・殺菌など、還元反応に基づく効果の一郎を持続することに成功 してい る。

　本研究ではこれ までに、酸化チタン光触媒 に組み合わせるエネルギー貯蔵材料 としてp型 半

導体である水酸化ニ ッケルを用いることで、今まで実現できていなかった光触媒の酸化エネルギ

ーを貯蔵することに初めて成功 した
。これによって、夜間にも光触媒の酸化反応に基づ く効果の

一部を持続す ることができ
、たとえばホルムアルデヒ ド等の有

害物質の酸化除去効果を夜間にも持続可能にした。

 本研究ではさらに、気相中で光触媒 と水酸化 ニッケルを12.5

μ ｍのスペーサーを挟んで向かい合わせた非接触の系で も酸化

エネルギーの貯蔵が可能であることを明らかにした。 これによ

って、少なくとも気相中では、UV照 射下の光触媒上で生成 ・飛

散する活性酸素種がメディエータとして酸化エネルギー貯蔵反

応に寄与 し得 ることを明らかに した(Ｆig.2a)。 また、その際の

メディエータとしては、“OH,HO2”,O8の いずれかである可能性

が高いことがわかった。一方、水溶液中では、溶出 した水酸化ニ ッ

ケルが光触媒上で酸化 され析出する とい う自己メデ ィエーシ ョン

的な機構の関与が示唆 されることを明 らかにした(Fig.2b)。

　また、酸化エネルギー貯蔵材料 として水酸化ニッケル以外にも、

酸化イ リジウムやルテニウム酸化物が利用でき、それらを用い

ることで、より正の電位での酸化エネルギー貯蔵が可能である

ことを明らかに した。

Fig. 1 Concept of photocatalysts with energy storage abilities

(a) active oxygen species

(b) self-mediation

Fig.2 Detailed models for the 
indirect oxidative energytorage.

Fig.3 Electrochemical discharging 
curves (at 500 nA) of the Ru oxide, 

lr2O3 and Ni(OH)2 films in which 
oxidative energy was stored by UV 
irradiated Pt-TiO2 in air (light 
intensity, 100mW cm-2).






